
○ 建 設 省 告 示 第 号 
建 築 基 準 法 施 行 令 （ 昭 和 二 十 五 年 政 令 第 三 百 三 十 八 号 ） 第 百 二 十 九 条 の 三 第 二 項 の 規 定

に 基 づ き 、 特 殊 な 構 造 又 は 使 用 形 態 の エ レ ベ ー タ ー 、 エ ス カ レ ー タ ー 及 び 小 荷 物 専 用 昇 降

機 の 構 造 方 法 を 次 の よ う に 定 め る 。 

平 成 年 月 日 

 

特 殊 な 構 造 又 は 使 用 形 態 の エ レ ベ ー タ ー 、 エ ス カ レ ー タ ー 及 び 小 荷 物 専 用 昇 降 機 の 構 造

方 法 を 定 め る 件 

第 一 か ご の 天 井 に 救 出 用 の 開 口 部 を 設 け な い エ レ ベ ー タ ー 

  か ご の 天 井 に 救 出 用 の 開 口 部 を 設 け な い エ レ ベ ー タ ー （ 非 常 用 昇 降 機 以 外 の エ レ ベ ー

タ ー に 限 る 。 ） の 構 造 は 、 第 百 二 十 九 条 の 六 第 一 号 か ら 第 三 号 ま で 及 び 第 五 号 、 第 百 二

十 九 条 の 七 第 一 号 又 は 第 二 第 一 号 の 規 定 、 第 百 二 十 九 条 の 七 第 二 号 か ら 第 四 号 ま で 、 第

百 二 十 九 条 の 九 又 は 第 四 各 号 の 規 定 並 び に 第 百 二 十 九 条 の 十 第 三 項 の 規 定 に よ る ほ か 、

次 の い ず れ か に 掲 げ る 構 造 で あ る こ と 。 

一 常 用 の 電 源 が 断 た れ た 場 合 に お い て も 、 制 御 器 を 操 作 す る こ と に よ っ て か ご を 昇 降 さ

せ る こ と が で き る も の で あ る こ と 。 

二 か ご を 手 動 で 昇 降 さ せ る こ と が で き る も の で あ る こ と 。 

第 二 昇 降 路 の 壁 又 は 囲 い の 全 部 又 は 一 部 を 有 さ な い エ レ ベ ー タ 

  昇 降 路 の 壁 又 は 囲 い の 全 部 又 は 一 部 を 有 さ な い エ レ ベ ー タ （ 非 常 用 昇 降 機 以 外 の エ レ

ベ ー タ ー に 限 る 。 ） の 構 造 は 、 第 百 二 十 九 条 の 六 第 一 号 か ら 第 三 号 ま で 及 び 第 五 号 、 同

条 第 四 号 又 は 第 一 各 号 の い ず れ か の 規 定 、 第 百 二 十 九 条 の 七 第 二 号 及 び 第 四 号 、 第 百 二

十 九 条 の 九 又 は 第 四 各 号 の 規 定 並 び に 第 百 二 十 九 条 の 十 第 三 項 の 規 定 に よ る ほ か 、 次 の

い ず れ か の 構 造 と す る こ と 。 

一 第 百 二 十 九 条 の 六 第 三 号 の 規 定 に よ る ほ か 、 昇 降 路 の 壁 又 は 囲 い の 全 部 又 は 一 部 を 有

さ な い 部 分 の 構 造 が 次 に 掲 げ る 構 造 の も の で あ る も の 。 

イ 吹 き 抜 け に 面 し た 部 分 又 は 外 気 に 開 放 さ れ た 部 分 で あ る こ と 。 



ロ 建 築 物 の 床 （ 吹 き 抜 け の 部 分 の 床 を 除 く 。 ） か ら 水 平 距 離 で 一 ・ 五 メ ー ト ル 以 上 離

れ た 部 分 で あ る こ と 。 

ハ 吹 き 抜 け 部 分 の 床 又 は 外 気 に 解 放 さ れ た 部 分 の 地 面 と 昇 降 路 が 接 し て い る 場 合 、 昇

降 路 と こ れ に 面 す る 吹 き 抜 け 部 分 の 床 先 又 は 地 面 と の 水 平 距 離 が 一 ・ 五 メ ー ト ル 以 内

の 部 分 に あ っ て は 、 次 の 又 は の い ず れ か の 基 準 に 適 合 し て い る も の で あ る こ と 。 

 昇 降 路 の 周 囲 に 柵 、 水 面 等 を 設 け 昇 降 路 か ら 水 平 距 離 で 一 ・ 五 メ ー ト ル 以 内 の 部

分 に 人 が 立 ち 入 ら な い 構 造 と し 、 か つ 、 昇 降 路 に 吹 き 抜 け 部 分 の 床 又 は 地 面 か ら 一

・ 八 メ ー ト ル 以 上 の 高 さ の 壁 又 は 囲 い を 設 け る こ と 。 

 昇 降 路 に 吹 き 抜 け 部 分 の 床 又 は 地 面 か ら 二 ・ 四 メ ー ト ル 以 上 の 高 さ の 壁 を 設 け る

こ と 。 

二 出 入 口 の あ る 床 に 面 す る 部 分 に お い て 、 床 と 平 行 に 走 行 す る エ レ ベ ー タ ー で 次 の 構 造

に 適 合 す る も の で あ る こ と 。 

イ 出 入 口 の 床 先 と か ご の 床 先 と の 距 離 は 六 セ ン チ メ ー ト ル 以 下 と す る こ と 。 

ロ 出 入 口 の 床 先 か ら 昇 降 路 の 底 部 の 床 面 ま で の 距 離 は 一 ・ 五 メ ー ト ル 未 満 で あ る こ と

。 

ハ 人 の 乗 降 を 監 視 で き る 構 造 と し た 運 転 室 を 設 け る こ と 。 

ニ 出 入 口 の あ る 床 以 外 の 部 分 に お い て は 、 第 一 号 ロ 及 び ハ の 基 準 に 適 合 す る も の で あ

る こ と 。 

第 三 ヘ リ ポ ー ト 用 エ レ ベ ー タ ー 

  屋 上 に 突 出 し て 停 止 す る エ レ ベ ー タ ー で 屋 上 部 分 の 昇 降 路 の 囲 い の 全 部 又 は 一 部 を 有 さ

な い エ レ ベ ー タ （ 非 常 用 昇 降 機 以 外 の エ レ ベ ー タ ー に 限 る 。 ） の 構 造 は 、 第 百 二 十 九 条 の

六 第 一 号 か ら 第 三 号 ま で 及 び 第 五 号 、 同 条 第 四 号 又 は 第 一 各 号 の い ず れ か の 規 定 、 第 百 二

十 九 条 の 七 又 は 第 二 号 第 一 号 、 第 百 二 十 九 条 の 九 又 は 第 四 各 号 の 規 定 並 び に 第 百 二 十 九 条

の 十 第 三 項 第 三 号 及 び 第 四 号 の 規 定 に よ る ほ か 、 次 に 掲 げ る 構 造 で あ る こ と 。 

一 か ご 及 び 昇 降 路 の す べ て の 出 入 口 の 戸 （ か ご が 屋 上 に 突 出 し て 昇 降 す る 場 合 に お け る

屋 上 の 昇 降 路 の 開 口 部 の 戸 を 除 く 。 ） が 閉 じ て い な け れ ば 、 か ご を 昇 降 さ せ る こ と が で



き な い 装 置 を 設 け る こ と 。 
二 昇 降 路 の 出 入 口 の 戸 （ か ご が 屋 上 に 突 出 し て 昇 降 す る 場 合 に お け る 屋 上 の 昇 降 路 の 開

口 部 の 戸 を 除 く 。 ） は 、 か ご が そ の 戸 の 位 置 に 停 止 し て い な い 場 合 に お い て は 、 か ぎ を

用 い な け れ ば 外 か ら 開 く こ と が で き な い 装 置 を 設 け る こ と 。 

三 屋 上 部 分 の 昇 降 路 は 次 の 構 造 と す る こ と 。 

イ 屋 上 部 分 の 昇 降 路 は 、 周 囲 を 柵 で 囲 む こ と 。 た だ し 、 管 理 者 以 外 の 人 が 屋 上 に 出 る

お そ れ の な い も の で あ っ て 、 昇 降 路 の 場 所 を 明 示 し た も の に あ っ て は こ の 限 り で な い

。 

ロ 屋 上 の 出 入 口 と 他 の 出 入 口 及 び か ご 内 を つ な ぐ 連 絡 装 置 を 設 け る こ と 。 

ハ か ご が 屋 上 に 突 出 し て 昇 降 す る 場 合 に お い て 、 警 報 を 鳴 ら す 装 置 を 設 け る こ と 。 

第 四 駆 動 装 置 を 昇 降 路 内 に 設 け る エ レ ベ ー タ ー 

駆 動 装 置 を 昇 降 路 内 に 設 け る エ レ ベ ー タ ー は 、 非 常 用 エ レ ベ ー タ ー 以 外 の エ レ ベ ー タ ー

と し 、 そ の 構 造 は 、 第 百 二 十 九 条 の 六 第 一 号 か ら 第 三 号 ま で 及 び 第 五 号 、 同 条 第 四 号 又 は

第 一 各 号 の い ず れ か の 規 定 、 第 百 二 十 九 条 の 七 又 は 第 二 第 一 号 の 規 定 並 び に 第 百 二 十 九 条

の 十 第 三 項 の 規 定 に よ る ほ か 、 次 に 掲 げ る 構 造 と す る こ と 。 

一 駆 動 装 置 を 設 け る 場 所 に は 、 換 気 上 有 効 な 換 気 口 、 換 気 装 置 又 は 空 調 装 置 を 設 け る こ

と 。 但 し 、 機 器 の 発 熱 に よ り 、 七 度 以 上 、 駆 動 装 置 を 設 け た 場 所 の 温 度 が 上 昇 し な い こ

と が 計 算 に よ り 確 か め ら れ た 場 合 に あ っ て は 、 こ の 限 り で な い 。 

二 駆 動 装 置 に は か ご 及 び つ り 合 い お も り そ の 他 の 昇 降 す る 部 分 が ふ れ な い よ う に す る

と と も に 、 駆 動 装 置 を 昇 降 路 の 底 部 に 設 け る 場 合 に お い て は 、 か ご 又 は つ り 合 お も り が

緩 衝 器 に 衝 突 し た 場 合 に お い て も 、 か ご 及 び つ り 合 お も り が 駆 動 装 置 に 触 れ な い こ と 。

た だ し 、 駆 動 装 置 を か ご の 上 部 そ の 他 か ご 又 は つ り 合 い お も り と 併 せ て 設 け る 場 合 に あ

っ て 、 駆 動 装 置 が 昇 降 路 に ふ れ な い よ う に し た 場 合 に あ っ て は こ の 限 り で な い 。 

三 駆 動 装 置 か ら 昇 降 路 の 壁 又 は 囲 い ま で の 水 平 距 離 は 、 五 十 セ ン チ メ ー ト ル 以 上 と す る

こ と 。 た だ し 、 駆 動 装 置 の 保 守 点 検 を 行 う 必 要 の な い 部 分 に お い て は 、 こ の 限 り で な い

。 



四 駆 動 装 置 を 昇 降 路 の 底 部 に 設 け る 場 合 に あ っ て は 、 保 守 点 検 時 に か ご の 降 下 を 制 御 す

る こ と が で き る 装 置 を 設 け る こ と 。 た だ し 、 保 守 点 検 を 行 う 者 が か ご 又 は つ り 合 い お も

り と 昇 降 路 の 底 部 に は さ ま れ る お そ れ の な い 場 合 に あ っ て は こ の 限 り で な い 。 

五 制 御 器 を 昇 降 路 内 に 設 け る 場 合 に お い て は 、 か ご の 停 止 時 等 に 昇 降 路 外 か ら か ご を 動

か す こ と が で き る 装 置 を 設 け る こ と 。 

第 五 ホ ー ム エ レ ベ ー タ ー 

住 戸 内 の み を 昇 降 す る エ レ ベ ー タ ー で 、 か ご の 床 面 積 が 一 ・ 一 平 方 メ ー ト ル 以 下 の エ

レ ベ ー タ ー の 構 造 は 、 令 第 百 二 十 九 条 の 六 第 一 号 か ら 第 三 号 ま で 及 び 第 五 号 、 同 条 第 四

号 又 は 第 一 各 号 の い ず れ か の 規 定 、 令 第 百 二 十 九 条 の 七 第 一 号 又 は 第 二 第 一 号 の 規 定 、

同 条 第 二 号 か ら 第 四 号 ま で 、 令 第 百 二 十 九 条 の 九 又 は 第 四 各 号 の 規 定 及 び 令 第 百 二 十 九

条 の 十 第 三 項 第 一 号 か ら 第 三 号 ま で の 規 定 に よ る ほ か 、 停 電 の 場 合 に お い て も 、 令 第 百

二 十 九 条 の 十 第 三 項 第 三 号 の 装 置 を 操 作 で き る 明 る さ の 照 明 を 設 け る こ と 。 

第 六 自 動 車 用 エ レ ベ ー タ ー 

  自 動 車 を 運 ぶ た め の エ レ ベ ー タ ー で 、 か ご の 戸 又 は 壁 若 し く は 囲 い の 全 部 又 は 一 部 を 有

さ な い エ レ ベ ー タ ー は 、 令 第 百 二 十 九 条 の 六 第 一 号 、 第 二 号 及 び 第 五 号 、 第 百 二 十 九 条 の

七 第 一 号 、 第 二 号 及 び 第 四 号 、 第 百 二 十 九 条 の 九 又 は 第 四 各 号 の 規 定 並 び に 第 百 二 十 九 条

の 十 第 三 項 第 二 号 及 び 第 三 号 の 規 定 に よ る ほ か 、 次 の 構 造 と す る こ と 。 

一 か ご 内 に 操 作 盤 （ 動 力 を 切 る 装 置 を 除 く 。 ） を 設 け る 場 合 に あ っ て は 、 自 動 車 の 運 転

席 か ら 自 動 車 の 外 に 出 る こ と な く 操 作 が で き る 場 所 に 設 け る こ と 。 

二 か ご の 壁 又 囲 い の か ご の 床 面 か ら の 高 さ は 、 一 ・ 四 メ ー ト ル 以 上 と す る こ と 。 

三 車 止 め を 設 け る こ と 。 

四 次 の 安 全 装 置 を 設 け る こ と 。 

イ 昇 降 路 の す べ て の 出 入 口 の 戸 が 閉 じ て い な け れ ば 、 か ご を 昇 降 さ せ る こ と が で き な い

装 置 。 

ロ 自 動 車 が 通 常 の 停 止 位 置 以 外 の 場 所 に あ る 場 合 に か ご を 昇 降 さ せ る こ と が で き な い

装 置 。 



第 七 段 差 解 消 機 

  段 差 解 消 機 は 、 第 百 二 十 九 条 の 六 第 一 号 及 び 第 五 号 並 び に 第 百 二 十 九 条 の 七 第 四 号 の 規

定 に よ る ほ か 、 次 の 構 造 と す る こ と 。 

一 昇 降 行 程 が 二 ・ 五 メ ー ト ル 以 下 の 昇 降 機 又 は 階 段 の 部 分 、 傾 斜 路 の 部 分 そ の 他 こ れ ら

に 類 す る 部 分 に 沿 っ て 昇 降 す る 昇 降 機 で 、 定 格 速 度 が 十 五 メ ー ト ル 以 下 の も の （ 以 下 、

「 段 差 解 消 機 」 と い う 。 ） で あ る こ と 。 

二 か ご は 、 次 に 掲 げ る 構 造 で あ る こ と 。 

イ 出 入 口 の 部 分 を 除 き､ 高 さ 一 メ ー ト ル 以 上 の 壁 、 囲 い 又 は 手 す り （ 昇 降 路 の 側 壁 が

あ る 面 そ の 他 の も の に は さ ま れ る お そ れ の な い 部 分 に 面 す る も の で 高 さ 十 五 セ ン チ

メ ー ト ル ま で の 部 分 を 壁 又 は 囲 い と し た も の に 限 る 。 ） を 設 け る こ と 。 

ロ 出 入 口 に は 戸 又 は 可 動 式 の 手 す り を 設 け る こ と 。 た だ し 、 昇 降 行 程 が 一 メ ー ト ル 以

下 で 、 か ご の 床 に 車 止 め 又 は 跳 ね 上 げ 式 の 渡 し 板 を 設 け た 場 合 は に あ っ て は こ の 限 り

で な い 。 

三 昇 降 路 は 、 次 に 掲 げ る 構 造 で あ る こ と 。 

イ 高 さ 一 ・ 一 メ ー ト ル 以 上 の 丈 夫 な 壁 又 は 囲 い 及 び 出 入 口 の 戸 又 は 可 動 式 手 す り を 設

け る こ と 。 た だ し 、 次 に 掲 げ る も の に あ っ て は こ の 限 り で な い 。 

 昇 降 行 程 が 一 メ ー ト ル 以 下 の も の 

 か ご が 折 り た た み 式 ま た は 着 脱 式 の も の 

ロ イ に 掲 げ る 壁 又 は 囲 い の 高 さ を 一 ・ 八 メ ー ト ル 未 満 と し た 場 合 に お い て 、 か ご の 底

と イ に 掲 げ る 壁 又 は 囲 い と の 間 に 人 又 は 物 が は さ ま れ る お そ れ が あ る 場 合 に お い て

は 、 か ご の 下 に ス カ ー ト ガ ー ド を 設 け る か 、 又 は 、 強 く は さ ま れ た 場 合 に か ご の 昇 降

を 停 止 す る 装 置 を 設 け る こ と 。 

ハ 出 入 口 の 床 先 と か ご の 床 先 と の 水 平 距 離 は 、 四 セ ン チ メ ー ト ル 以 下 と す る こ と 。 

ニ つ り あ い お も り を 設 け る 場 合 に あ っ て は 、 か ご 内 の 人 が つ り あ い お も り に 触 れ な い

よ う 壁 又 は 囲 い を 設 け る こ と 。 

ホ か ご 内 の 人 又 は 物 が 障 害 物 に 挟 ま れ な い よ う に す る こ と 。 



四 次 に 掲 げ る 安 全 装 置 を 設 け る こ と 。 
イ 昇 降 行 程 が 一 メ ー ト ル 以 上 の も の に お い て は 、 か ご 及 び 昇 降 路 の す べ て の 戸 又 は 可

動 手 す り が 閉 じ て い な け れ ば 、 か ご を 昇 降 さ せ る こ と が で き な い 装 置 。 

ロ か ご を 使 用 時 に 展 開 し て 使 用 す る 折 り た た み 式 の も の で 動 力 を 使 用 し て か ご の 展

開 を 行 う も の に あ っ て は 、 次 に 掲 げ る 装 置 。 

 鍵 を 用 い な け れ ば 、 か ご の 展 開 が で き な い 装 置 

 展 開 中 の か ご に 人 又 は 物 が 挟 ま れ た 場 合 、 か ご の 展 開 を 制 止 す る 装 置 

 か ご の 上 に 人 又 は 物 が い る 場 合 に 、 か ご を 折 り た た む こ と が で き な い 装 置 

ハ か ご を 使 用 時 に レ ー ル に 取 り つ け る 構 造 の も の に あ っ て は 、 次 に 掲 げ る 装 置 

 鍵 を 用 い な け れ ば 、 か ご を 運 転 す る こ と が で き な い 装 置 

 か ご と レ ー ル の 連 結 が 確 実 に ロ ッ ク さ れ て い な け れ ば 、 か ご を 昇 降 さ せ る こ と が

で き な い 装 置 

ニ 積 載 荷 重 を 著 し く 超 え た 場 合 に お い て 警 報 を 発 し 、 か つ 、 か ご を 昇 降 さ せ る こ と が

で き な い 装 置 を 設 け る 場 合 を 除 き 、 鍵 を 用 い な け れ ば 、 か ご の 昇 降 が で き な い 装 置 

第 八 椅 子 型 階 段 昇 降 機 

  椅 子 式 階 段 昇 降 機 は 、 令 第 百 二 十 九 条 の 六 第 一 号 及 び 第 五 号 並 び に 第 百 二 十 九 条 の 七 第

四 号 の 規 定 に よ る ほ か 、 次 の 構 造 と す る こ と 。 

一 階 段 の 部 分 、 傾 斜 路 の 部 分 そ の 他 こ れ ら に 類 す る 部 分 に 沿 っ て 椅 子 に 座 っ た 状 態 で 昇

降 す る 昇 降 機 で 、 定 格 速 度 が 九 メ ー ト ル 以 下 の も の （ 以 下 、 「 椅 子 式 階 段 昇 降 機 」 と い

う 。 ） で あ る こ と 。 

二 昇 降 は ボ タ ン 等 の 操 作 に よ っ て 行 い 、 ボ タ ン を 押 し 続 け て い る 間 だ け 動 力 が つ な が る

構 造 と す る こ と 。 

三 人 又 は 物 が か ご と 階 段 又 は 床 と の 間 に 強 く は さ ま れ た 場 合 に か ご の 昇 降 を 停 止 す る

装 置 が 設 け ら れ た も の で あ る こ と 。 

四 椅 子 か ら の 転 落 を 防 止 す る た め の ベ ル ト を 設 け る こ と 。 

第 九 踏 段 の 勾 配 が 三 十 度 を 超 え る エ ス カ レ ー タ ー 



踏 段 の 勾 配 が 三 十 度 を 超 え る エ ス カ レ ー タ ー の 構 造 は 、 令 第 百 二 十 九 条 の 十 二 第 一 項 第

一 号 、 第 三 号 、 第 四 号 の 規 定 に よ る ほ か 、 次 の 構 造 と す る こ と 。 

一 踏 段 の 勾 配 は 、 三 十 五 度 以 下 と す る こ と 。 

二 定 格 速 度 は 、 三 十 メ ー ト ル 以 下 と す る こ と 。 

三 昇 降 行 程 は 、 六 メ ー ト ル 以 下 と す る こ と 。 

四 踏 段 の 奥 行 き は 三 十 五 セ ン チ メ ー ト ル 以 上 と す る こ と 。 

五 昇 降 口 に お い て は 、 二 段 以 上 の 踏 段 又 は 踏 段 の 奥 行 き が 八 十 セ ン チ メ ー ト ル 以 上 の 部

分 が 水 平 で あ る こ と 。 

第 十 踏 段 の 幅 が 一 ・ 一 メ ー ト ル を 超 え る エ ス カ レ ー タ ー 

踏 段 の 幅 が 一 ・ 一 メ ー ト ル を 超 え る エ ス カ レ ー タ ー の 構 造 は 、 令 第 百 二 十 九 条 の 十 二 第

一 項 第 一 号 、 第 三 号 、 第 五 号 又 は 第 十 一 各 号 の 規 定 に よ る ほ か 、 次 の 構 造 と す る こ と 。 

一 踏 段 の 勾 配 が 四 度 以 下 で あ る こ と 。 

二 踏 段 と 踏 段 の 間 に は 段 差 を 設 け な い こ と 。 

二 踏 段 の 幅 は 一 ・ 六 メ ー ト ル 以 下 と し 、 踏 段 の 端 か ら 当 該 踏 段 の 端 の 側 に あ る 手 す り の

上 端 部 の 中 心 ま で の 水 平 距 離 は 、 二 十 五 セ ン チ メ ー ト ル 以 下 と す る こ と 。 

第 十 一 可 変 速 の エ ス カ レ ー タ ー 

速 度 が 踏 段 の 途 中 で 変 化 す る エ ス カ レ ー タ ー の 構 造 は 、 令 第 百 二 十 九 条 の 十 二 第 一 項 第

四 号 又 は 第 十 各 号 の 規 定 に よ る ほ か 、 次 の 構 造 と す る こ と 。 

一 手 す り の 上 端 部 の 外 側 か ら 壁 そ の 他 の 障 害 物 ま で の 距 離 は 五 十 セ ン チ メ ー ト ル 以 上

と す る こ と 。 

二 踏 段 側 部 と ス カ ー ト ガ ー ド の す き 間 は 五 ミ リ メ ー ト ル を 超 え な い こ と 。 

三 踏 段 と 踏 段 の す き 間 は 五 ミ リ メ ー ト ル を 超 え な い こ と 。 

四 踏 段 と 踏 段 の 間 の 段 差 は 四 ミ リ メ ー ト ル 以 下 と す る こ と 。 

五 踏 段 の 勾 配 は 、 踏 段 の 速 度 が 変 化 す る 部 分 に あ っ て は 、 四 度 以 下 と し 、 そ れ 以 外 の 部

分 に あ っ て は 、 八 度 以 下 と す る こ と 。 

六 踏 段 の 両 側 に 手 す り を 設 け 、 そ の 手 す り が 次 の い ず れ か の 基 準 に 適 合 す る も の で あ る



こ と 。 
イ 手 す り の 上 端 部 が 、 そ の 近 く の 踏 段 と 同 一 方 向 に 同 一 速 度 で 連 動 す る よ う に し た も

の す る こ と 。 

ロ 複 数 の 速 度 が 異 な る 手 す り を 、 こ れ ら の 間 に 固 定 部 分 を 設 け る 等 に よ り は さ ま れ に

く い 構 造 と し て 組 み あ わ せ た も の で 、 手 す り を 持 ち 変 え る ま で 間 隔 が 二 秒 以 上 （ お お

む ね 手 す り と 同 一 の 高 さ と し た 手 す り の 間 の 固 定 部 分 の 長 さ を 十 五 セ ン チ メ ー ト ル

以 下 と し た の も の を 除 く 。 ） で 、 か つ 、 そ れ ぞ れ の 手 す り の 始 点 か ら 終 点 に 至 る ま で

の 手 す り と 踏 段 と の ず れ が 四 十 セ ン チ メ ー ト ル 以 下 で あ る こ と 。 

七 踏 段 の 速 度 は 、 乗 降 口 に お い て 、 毎 分 五 十 メ ー ト ル 以 下 と す る こ と 。 

八 踏 段 の 速 度 の 変 化 に よ り 、 踏 段 の 上 の 人 に 与 え る 力 は 速 度 が 変 わ る 部 分 の 踏 段 の 勾 配

が 三 度 以 下 の 部 分 に あ っ て は 、 〇 ・ 五 メ ー ト ル 毎 秒 毎 秒 以 下 、 三 度 以 上 四 度 以 下 の 部 分

に あ っ て は 、 〇 ・ 三 メ ー ト ル 毎 秒 毎 秒 以 下 と す る こ と 。 


